































































































































弟愛によってすべての人がひとつの人類となる新た エデンの園を願う」Ｐ・Ｂ・シェリーに対して、 「賢明 る文学の諸先生方」は「詩人 夢！
　
ユートピア。夢見る空想家」と批判し
たという。 「新しい人類を賛美する」ことができ は「詩人のみ」だと考えるオゾリンにとって、ホイットマンやシェリーだけでなく、スコットランドの国民的詩人でアメリカ独立戦争の精神に共感していたＲ・バーンズが「何と言われようとも、／世界中どこでも、人 人が／何と言っても兄弟となる日が／何と言っ も近づきつ あるのだから」と新しい時代の到来を期待し、また、一七八九年のフランス革命について、 「精神的な時代、それを理解しよう！
　
偉












際連盟』を与えるかどうかは問題ではない」と指摘す が それ 「このビジョンは途方もなく大きく、この理想は大変美しい。 ［それゆえに］…誰も無視することができないし こ 理想は偉 過ぎて理解しがたく、想像を絶する。それはどのよ な強力 議会 ら生まれるのだ
43
戦間期関西学院における「恒久平和」運動について（中）





記念すべき日以前の 『昨日』 の 取 に足らない利己的で無力な絶望 （ビクトル・ユーゴー
 “m
al 
du siècle ” ［厭世］と呼んだ）をなおも記憶する人びとは、 『理想が実現する』であろう世界を































































































は昇天した。 「国際連盟協会、日米協会等の幹部と て、 際間の親善のために尽力する処最も多」
かった松本は「真の基督者は真の憂国の志士」であり、 「世界的理想主義に立」ち「衷






























通過に対 て「道徳的インフルーエンスをすら用ひて居ない」し 「全然没交渉」であったと指摘し、その原因は「米国の三大団体である労働同盟、教会同盟並 婦人団体」が同法に賛同したためであり、神崎は「参加する 思つて米国を去つた」にもかかわらず、 「露骨に云へば
 …米国が連盟に加入していない」と批判した。 「米国によく主唱された」軍縮会議に英国や





























年に京都で開催された第三回太平洋会議にカナダ代表として出席していたベーツは、 冒頭で 「戦争でなく平和は、ヒューマニティの理想的状態と同様、進歩と繁栄にとって通常かつ必要な条件であるということがますます明らかになって」おり、 「恒久平和［
perm
anent peace ］を望
むためには」 「どのような国であっても一国だけでは困難」で、 「国際的な協力によってのみ可能」であり、 「国民国家の精神は、もはや独立ではなく、相互依存である」と指摘し、 「自国だけでやっていけそうになっているアメリカ」ですら、他 に依存してお 、その点ではソビエト、カナダ、イギリス、ヨーロッパ諸国も同じであり、日本もまた同様である 指摘する。さらに「繁栄の維持と進歩の保障のためには、 際 が必須条件である」と。その「平和の基本的条件」は「国家間の相互 尊敬」であり 「要するに、国家間の社会関係に相応しい 人生と同じような黄金律が、国際関係にも当てはまる」として、以下 言葉を学生に最後に贈った。“
Japan of Japanese is too sm














重大なる東洋問題を取扱ふ事」となった 、それが「日本 生命線」の満州問題であったため、それまで「比較的無関心」であった「日本国民の注意」が国際連盟に向か ており、 「未だ一部に限られ居るとは言へ」 「連盟脱退論」が台頭してきたとの現状を踏まえ、この連盟脱退問題については「大いに考慮を要する」必要があると指摘する。 「欧州 問題の処理に傾き過ぎた」と国際連盟を批判していた神崎は、東洋の問題に関心を示し始めた国際連盟 姿勢転換を「歓迎したもの」の、その国際連盟が「抽象論或は形式論に依つて処置なさんとした傾向」にあることを指摘し、 によって逆に「平和理想主義者が反つて、実際的には却つて平和の撹乱者となる」ことを危惧し、現在のよう 日本の輿論には或程度迄は正義の観念が支配して居る」間に「連盟としては充分考慮すべき」であり、 「日本としても充分静慮 なければならない」と要請した。
　　
そのうえで、連盟に加盟しなかったアメリカに加えて「産婆役」で「常任理事国」の日本ま





 を掲載した。 そこで原田は 「平
和を主張してゐた言論機関も今日では完全に軍事思想の宣伝、鼓吹者となつてゐるし、宗教団体特に人類愛を其の基調とする基督教すらも此の問題に対しては何等批判的態度を示してゐない。或は示し得ないといつた方が適当」であり、 「右翼のテロイズムの横行は、一般の言論の自由を奪ひ、自由批判によりて生まれたる輿論求め得ざるが如き有様」であると批判した。それにもかかわらず「支那事変は事変として片付かず、更に大仕掛けな、国民経済を破局に導く可能性のある戦争に終」わらなかっ のは、おそらくリットン報告をも念頭に入れながら「外部に於て批判し、制約し且つ調停 得る機関」である国際連盟の存在があるからだと国際連盟を評価した。ただ、 今も「国際連盟の仕事は只単に消極的、 一時的対策たる とゞま」っておりそれ以上に「積極的に国際平和を招来するためには更に一歩を進めて他 手段」すなわち「国際連盟が、国際平和に関する教育運動 更に積極的支持を与へ、思想的背景 根本的革新を期する必要ある」と指摘し、国際連盟規約の改正よりも「 やくより青少年に平和の思想 注入し彼等に理論的平和にあらずして平和に対する好愛心を植へ付ける事が国際連盟今後 一大業」であり、その点で「国際連盟学生支部存在の意義が十分に認められ更に一層の支持が与へられなければならぬ」とし、その教育は「中学校、女学校乃至小学校程度 で及ぶべきである」と結論した。
　　
ただ、その一方で、原田も指摘しているように、この年に関西学院支部が開催した「名士講























































































































行する事は米国の現状最も必要なる事なるも」と認めながらも、 「余りに狭隘にして機械的又形式的に陥る」のは、アメリカが「各国の国民民族が集合して居る」以上、 「国家の健全なる発展に必ずしも有益でない」と主張した。というのは、 「諸国民の背後にある文明其他特徴美点を包容強化し其発揮を助長せしむる事は米国の進歩に多大に貢献をなす」と主張し、
｢
人間


































































































































































 本稿（上）で予告したタイトルは「太平洋問題調査会」であったが、 より内容を明示するために「日米関係委員会と太平洋問題調査会―渋沢栄一と神崎驥一― と変更した。日 関係委員会は、渋沢栄一が一九一六年に発足させた会議体である（片桐庸夫『民間交流のパイオニア
 渋沢栄一の国民



















S/2/0I ］ ） 。他に、本編纂
室に所蔵されているオゾリンのシラバス原稿には、以下のものがある。
An Introduction to English 
Poetry: A Syllabus of Talks on the Elem





during the Spring Term
 of 1919, 32pp. 〈 ［
S/2/0I ］ 〉 （池田裕子「関西学院のラトヴィア人教師イア

















38） オゾリンはこれらの 「価値の最初の 『実体』 は世界共和国である」 として、 「国際連盟」 を 「世界共和国」と位置づけたが、この「世界共和国」という用語について、同年六月の黎明会講演で東京高等商業学校（現・一橋大学）の福田徳三が理解し、批判した「国際連盟」観を読み取ることが きる。福田によれば内村の「キリスト再現［再臨］問題」は「政治上においては国際連盟でヴェルト・ライヒ［ユニヴァーサル・エンパイア…すなわち世界帝国］を実現しようと思うてい 。しなしながら…精神上の方面においてはヴェルト・ライヒを欲しい 念が、ヨーロッパ人
―
キリスト教国民










邦のこの国家自足経済はスペイン、フランス、殊にイギリスのそ 進撃的であったと正反対に、防衛的国家自足経済」 （ 「エホバ カイザー よりの解放
=
国本とデモクラシーに関する管見の一部、
未完稿」一〇六頁）であった点を挙げて、こ ヨーロッパの国家観は「日本における国家という考えとは、根本的に違う」 （ 「エホバとカイザー」八八頁） 考えた。すなわち「ヨーロッパにおける国」は「 つ 抵抗的観念ポレミカル・ノーション」つまり「喧嘩の間か 起って来 考え方」
63
戦間期関西学院における「恒久平和」運動について（中）

















































にクリスチャンである曽根は「軽い宗教詩」を感じて、人となりや他の作品についても知りたいと思った（曽根保『ある英語教師の記録』口述記録、発行者曽根翼 一九八二、 一一三頁） 。曽根は第二啓明寮で「すぐ隣にお住まいで」舎監であった池田を「その晩」訪問した。さら 、 門前にあった古書店「土屋」で原書を「一円五十銭ぐら 」で入手した。当時の関西学院では、ブラウニングをカナダ・メソヂスト教会宣教師「ウズワス［Ｈ・Ｆ・ウッズウォース］ 」が講読し、ブラウニングをオゾリンが四年生に教えていたが、三年の曽根は許可を得て出席した（前掲書、一一三
―
一四


























































基督教会牧師綱島佳吉から受洗。郵便報知新聞社に入社 九二年都新聞社に移り、日清戦争に通訳官として従軍後、台湾新報社にも勤務した。日露戦争でも通訳官として従軍。一九〇八年の第一〇回衆議院議員総選挙で、始めて当選。一九〇八年から一四年まで東京市助役。一七年、元老山県有朋批判論文「方法を知らぬ民」が新聞法違反有罪、収監された 二〇年から石橋湛山を助けて『東洋経済新報』に小論評 投稿し、太平洋研究会を組織し、軍備縮小同志会を結成した。二三年に日本基督教連盟常 員に就任し、二五年に明治学院大学総理に就任した（日本キリスト教歴史大事典編集委員会『日本キリスト 歴史大事典』教文館、一九八八 八三 頁） 。同志社英学校で学んだ綱
66












二〇〇五） 。乾は国際連盟が平和運動に果たすべき役割に注目し、留学中からアメリカ平和協会の運動に関与し、同協会本部の講演者として、世界をまたにかけ、講演した。また、在米日本人会書記長を務め、 その後任が神崎驥一である。なお、 岩本 よれば、 乾の日本国際連盟協会 機関紙（ 『国際連盟』 → 『国際知識』 → 『外交評論』 ） への投稿は、 第一期 （一九二〇
―




















 Japanese peace advocate in the age of
“yellow
 peril ”. ’ （
W
orld H





































の暮に、短期帰朝しているが、彼は排日法が撤廃されるまでは、 度とアメリカの土は踏まないという、かねてからの主張を実践した」 。 「彼は絶対平和主義信仰とするキリスト教 フレンド派…妻メリーもフィラデルフィアのフレンド派教徒 …出身」で、 「アメリカのキリスト教団体も、移民の制限は認めても 人種による差別的排除に 強く反対していた」 （ （ 輪公忠「 『人道主義』の名において反撥した日本―新渡戸稲造 中心として―」 （三輪公忠編著 『日米危機 起源と排日移民法』
68
































57） 『高等商業学部二十年史』一六六頁。なお、 神崎の支部長就任については、 本稿注一〇六（本稿
( 下） ）






















は、山岡の著書からは伺えない。ところ こ 太平洋会議は当初「各国のＹＭＣＡ運動の一環」と捉えられていたため「産婆」の役割を担ったが が国際政治の重要課 となるに従って
 




59） 『高等商業学部二十年史』 一六三頁。戦後の朝日会館 （現・フェスティバル・ホール） 最初の館長であっ
た十河巌には同窓の画家吉原治良を書いた 「日本前衛美術の開拓者吉原治良が国際路線に るまで」（ 『日本美術工芸』第三一五号、 一九六四年一二月） 、 『宣伝の秘密―サントリー宣伝物語』
 （一九六六） 、
70
『名優雀右ヱ門女房おしかの一生』 （一九七四） 、 『あの花この花―朝日会館に迎えた世界の芸術家百人』












名大事典』七八四頁） 。 お、 「校内研究会の興味の焦点はクーデンホーフェンの唱へた『汎ヨーロッパ』 」であったという（ 『高等商業学部二十年史』一六六頁） 。この時期の関西学院学生支部 中心人物の一人が十河巌であった（注五九参照） 。
（
61）一九二七年の「ジュネーブ国際経済会議」開催前に、国際連盟は規約第二三条（ｅ）で「交通およ










「汎ヨーロッパ連合」構想への批判であろう（注六〇を参照のこと） 。なお、山岡道男は、この文献を「第一回ホノルル会議に関する参考文献 一つに数えている（山岡道男前掲書、八三頁） 。と
71
戦間期関西学院における「恒久平和」運動について（中）






































































となった柳条湖事件での日本軍の行動を「合法 る自衛の措置」 は認めず、また満州国については「純真且自発的なる独立運動に依り出現したもの」ではないとした 他方 中国の「無法律状態に依り他の何れの国よりも一層多く苦 みた」ことが紛争を誘発 と 中国側の責任をも認めた。このように「日本 排他的覇権を否定する一方 顧問に 本人を優先的に任命することなど
73
戦間期関西学院における「恒久平和」運動について（中）





古屋女子英語塾の［支部］解散は大朝［大阪朝日］に発表され関西愛国学徒連盟は各支部に解散を迫つて来とか、或は至る所に連盟打倒の演説が行はれ…我々研究団体もやゝ すれば誤解されんとする形勢が濃厚であつた」と指摘している（同論文、一八三頁） 。この関西愛国学徒連盟は、おそらく「軍部支援の下に今秋［一九三 ］盛大なる愛国祭挙行―関西思想界 彗星的出現愛国同盟の大旋風―」した運動 種であり、大阪愛国学生連盟の中心は関西大学法学部学生藤田藤一（ 『神戸新聞』一九三二年七月二九日〈神戸大学経済経営研究所
　
新聞記事文庫、思想問題〉 ）であった。










 関西学院事典』二〇一四、 一八二頁） 。この改組のために、機関誌『恒平』は






















































関西学院史』 （一九四頁） 、 『関西学院大学図書館史一八八九年～二〇一二年』
（二〇一四、 一一、 三三頁。 ）を参照のこと。この「恒平文庫」は「委託図書制度」を用いたものである。なお、 『部報』が『恒平』と改称されたのは、この三号からである。また、この「恒平文庫」については、 「恒平文庫設立の趣意」 （ 『恒平』第三号、一九三九四頁）があり、一九三三年一二月九日 結成された 倶楽部」は『恒平倶楽部通信』を刊行している（ 『国際問題研究部 十年史』十九頁） 。なお、 一九五 年発行の 「恒平倶楽部名簿」 が学院史編纂室に所蔵されている （ ［
K
/3-3/9 ］ ） 。


































-4/5 ］ ） 。神崎は在米日本人会
書記長辞任後の一九二一年三月二八日、 関西 院高等商業学部長 就任 、 二三年一二月同学部 経
77
戦間期関西学院における「恒久平和」運動について（中）






米関係―「排日移民法」はなぜ成立し か―』 （第 部）を参照のこと。この一九二〇年 一月二日に第二次排日土地法案が州民の直接投票に付され、反対が賛成の三倍の多数で可決され、 二月九日州法として施行された（同書、一二三
―
二五頁） 。このような状況下にあって、一〇月一八日、
福田徳三は神田青年会館で「アメリカの排 問題 ついて」を講演し（金沢幾子『福田徳三書誌』日本経済評論社、 〇一一、 七一一頁 「排日問題につき政府 対米態度の不当性を糾弾し輿論を喚起すべく、



































the Japanese. San F






 of the Pacific: A Survey of International C









alifornia and an Analytic Study of the Johnson Report to the H



















トルから判断すると在日 本人協会の機関紙 あろう（本紙は、関西学院史編纂室の「神崎驥一―バーチカルファイル」に保存されている） 。
（
87）この時期の『太陽』の第五代主筆は同窓の浅田彦一（空花・江村：浅田は一八九二年九月二六日に
関西学院基督教青年会に入会している）は一九一七年から二三年まで同誌の主筆を務めていた。なお、 『太陽』に関わった人物と 、浮田和民（第四代主筆） 、内村鑑三、平岩愃保（四女の末は河上丈太郎の妻である） 、さら は『太陽』の英文版に深く わったのは神田孝平 養子で英文学者の神田乃武であり、関西学院の先輩で児童文学者の久留嶋武彦（一八九 、普通学部卒業）がいる。浅田については、さしあたり井上琢智「浅田彦一（空花・江村） 」 （ 『関西学院史紀要』第八号、二〇〇二）を参照のこと。関西学院の関係者で『太陽』への寄稿 は、神崎の他に、稲垣足穂、今東光、竹友藻風、永井柳太郎 山田耕作がいる（一八八
―
八九頁） 。この『太陽』が発行された九







89） 『母校通信』第四号「神崎先生送別号」一九五〇年五月、 一一頁（青木福太郎談） 。第一回目の帰国は、
















して牧師大村善永を挙げることができる。カナダ・メソヂストのＣ・Ｓ・イビーと平岩愃保の甲府伝道でキリスト教から影響を受けた大村は、 第六高等学校在学中に「網膜硝子体出血」により途中失明し、 「奈落の底に突き落とされた」ものの、 『点字毎日』を通じてヘレンケラー、岩橋武夫らの存在を知り、 「絶望から希望へ」 「死 生へ」 「滅びから救いへ」と呼び返され、その岩橋の近所に下宿し、関西学院への入学準備をして後、一九二九年、最初は聴講生として関西学院文学部英文科に入学し、その後本科生となり、三三年卒業、横浜訓盲院に就職した。 ころが、一九三七年に日 戦争が勃発すると、 「横浜訓盲院の大多数が好戦論者であった」 が、 同僚の河原と真船とともに 「大村は非戦論者として」 の立場を取ったために、同院内で軋轢を生んだ。このような大村 反戦・恒久平和思想は、 経験した満州事変を巡る関西学院における恒久平和運動 醸成され と言えよう。なお、大村の長男の名前は「美国」である（室田保夫「大村善永研究ノート―そ 生涯と事績―」 （ 『関西学院史紀要』一九号、一四
―
二二頁、
二〇一三） 。
